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研究目的の妥当性 3.8

研究内容の合理性・新規性 3.4
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　近年におけるニホンジカの生息地域の著しい拡大化に伴って、農林業や高山植物
への被害は深刻な問題となってきており、その対策が望まれる。本研究では、シカの
生態解明から捕獲後の飼育方法の研究、また高山植物保護のための増殖技術の確
立研究など多様な方面から企画されている。これら研究内容の互いの関連を整理し、
焦点を絞った方針のもと、研究が実施されるよう修正が施されるならば、限られた期
間内で実りある成果を出せるものと期待される。

　　　　　　　　　　　　　　　　総合理工学研究機構運営委員会　　　平成２1年10月9日（金）
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南アルプスにおけるニホンジカによる高山植物への影響と保護対策および
個体数管理に関する研究
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